
総会進行の様子

穂　濤

　

２
月
２
日
（
日
）
に
藤
沢
市

民
会
館
第
一
展
示
集
会
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
心
配
さ
れ
た

降
雪
は
無
く
、
寒
か
っ
た
が
、

83
名
の
会
員
が
元
気
に
参
集
し

た
。
足
元
が
悪
い
為
、
定
刻
の

１
時
を
少
し
遅
ら
せ
神
藤
利
路

事
務
局
長
の
司
会
で
開
始
。
ま

ず
昨
年
物
故
さ
れ
た
８
名
の
方

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

笹
井
修
一
会
長
の
簡
単
な
挨
拶
の
後
、

洞
江
良
幹
事
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議

案
審
議
が
始
め
ら
れ
た
。

　

猊
倉
康
博
副
会
長
よ
り
、
２
０
２
４

年
度
の
事
業
活
動
報
告
、
笹
井
会
長
よ

り
、
幹
事
・
監
査
監
事
交
代
の
提
案
、

ま
た
各
委
員
長
よ
り
、
２
０
２
５
年
度

の
事
業
計
画
案
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

田
中
雄
一
副
会
長
か
ら
２
０
２
４
年

度
の
決
算
報
告
、
渋
谷
道
夫
会
計
幹
事

か
ら
２
０
２
４
年
度
監
査
報
告
、
そ
し

て
２
０
２
５
年
度
予
算
案
で
は
、
本
総

会
・
新
春
の
つ
ど
い
は
値
上
げ
と
な
り

来
年
は
安
価
で
簡
素
な
又
参
加
者
を
増

や
す
総
会
を
検
討
し
た
い
と
田
中
副
会

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
各
議
案
共
拍

手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
会
員
の
暖

か
い
拍
手
の
な
か
新
幹
事
５
名
、
退
任

幹
事
６
名
、
１
名
の
会
計
監
事
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

最
後
に
笹
井
会
長
よ
り
「
明
日
の
稲

門
会
」
の
方
針
と
し
て
若
手
に
引
き
継

い
だ
次
世
代
の
稲
門
会
、
母
校
へ
の
恩

返
し
と
社
会
貢
献
が
示
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
笹
井
会
長
、
神
藤
事
務
局
長
が
マ

イ
ク
を
持
ち
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
廻
り
各

層
会
員
に
具
体
的
意
見
を
聞
い
た
。
今

迄
に
無
い
、
新
し
い
総
会
の
形
と
な
っ

た
。

　
（
舛
岡　

健　
記
／
写
真　
高
野
尚
志
）

基
本
方
針

　
①
次
世
代
の
稲
門
会
を
つ
く
る

　
②
母
校
へ
の
恩
返
し
と
社
会
貢
献

［
行
事
・
他
］

☆
箱
根
駅
伝
沿
道
応
援（

１
月
２
・
３
日
）

☆
総
会
・
新
春
の
つ
ど
い
（
２
月
２
日
）

☆
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー（
３
月
／
延
期
）

☆
地
引
網
（
６
月
15
日
／
日
曜
日
）

　

昨
年
同
様
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ

マ
ッ
ト
を
敷
設
し
、
地
元
の
障
が
い

者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
く
予
定
。

多
数
の
参
加
を
期
待
す
る
。

☆
新
入
会
員
交
流
会

　

新
た
に
参
加
さ
れ
た
会
員
の
ご
意
見　

や
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
良
い
場
で　

あ
る
の
で
、
早
い
時
期
に
実
施
予
定
。

☆
作
品
展

　

第
23
回
作
品
展
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ｙ
Ｕ

湘
南
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
藤
沢
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）
で
秋
以
降
に
開
催
の
予
定
。

　

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
、
会
員
の
皆
様

お
よ
び
ご
家
族
の
方
々
の
意
欲
的
な

出
展
を
お
待
ち
し
ま
す
。

☆
藤
稲
懇
話
会

　

今
年
度
も
会
員
の
皆
様
の
興
味
を
ひ　

く
テ
ー
マ
と
講
師
の
選
定
を
工
夫
し
、

３
回
程
度
の
開
催
を
計
画
。

☆
女
性
若
手
の
親
睦
交
流
会

◦
女
性
校
友
へ
の
入
会
呼
び
か
け
と
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
交
流
会
等
を

企
画
。

◦「
神
奈
川
平
成
卒
の
会
」
と
し
て
若

手
会
員
の
親
睦
交
流
会
を
予
定
。

☆
県
下
稲
門
会
及
び
他
大
学
と
の
交
流

　

県
下
稲
門
会
と
交
流
。

◦
藤
沢
三
田
会
及
び
藤
沢
白
門
会
と
は
、

適
宜
、
情
報
を
交
換
し
て
行
く
。

◦
Ｓ
Ｕ
Ｃ
に
関
し
て
は
状
況
を
見
な
が　

ら
参
加
ま
た
は
不
参
加
を
検
討
す
る
。

［
各
委
員
会
活
動
方
針
］

◆
組
織
拡
大
活
性
化
委
員
会

☆
Ｈ
Ｐ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
継
続

的
な
入
会
活
動
展
開
。

（
サ
イ
ト
運
営
チ
ー
ム
と
の
連
携
）

☆
箱
根
駅
伝
応
援
に
お
け
る
タ
ー
ゲ
ッ　

ト
を
絞
っ
た
新
入
会
員
増
強
活
動
。

☆
新
入
会
員
交
流
会
の
実
施
等
を
通
じ　

た
行
事
、
同
好
会
へ
の
参
加
促
進
。

☆
藤
稲
懇
話
会
の
定
期
的
な
実
施
と
会　

員
の
興
味
を
そ
そ
る
テ
ー
マ
と
講
師　

選
定
。

◆
行
事
企
画
運
営
委
員
会

☆
箱
根
駅
伝
応
援
・
新
春
の
集
い
・
地　

引
網
・
作
品
展
を
メ
イ
ン
行
事
と
し　

て
継
続
。

☆
各
同
好
会
、
委
員
会
等
の
イ
ベ
ン
ト　

支
援
も
し
く
は
共
催
。

☆
新
規
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
。

☆
呼
び
か
け
に
は
Ｈ
Ｐ
、
藤
沢
稲
門
会　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
い
く
。

◆
女
性
委
員
会

☆
女
性
校
友
の
入
会
呼
び
か
け
、
会
員　

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
。

☆
委
員
会
主
催
の
懇
親
会
を
開
催
す
る
。

（
年
１
～
２
回
実
施
）

☆
他
委
員
会
と
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を　

企
画
す
る
。

☆
県
下
稲
門
会
「
女
性
の
会
」
と
の
交　

流
に
努
め
る
。

◆
広
報
委
員
会

☆「
穂
濤
」
発
行
。
98
号
（
春
号
）
３

月
20
日
、
99
号
（
夏
号
）
６
月
20

日
、１
０
０
号
（
秋
号
）　

９
月
20
日
、

１
０
１
号
（
冬
号
）
12
月
20
日　

　

※
年
間
20
ペ
ー
ジ
を
計
画

◆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
運
営
チ
ー
ム

☆
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者
の
充
実
と
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
を
図
る
。

2025年度定時総会 新
し
い
形
の
総
会
を
開
催
！

２
０
２
５
年
度

事
業
計
画

　（1）	 2025．3．20　

2 0 2 5

No.98
春号

発　行　所

早稲田大学藤沢稲門会

事務局
ＦＡＸ 050－3730－7252
　E-mail:w.fujisawa@

crocus.ocn.ne.jp

発行人  笹　井　修　一

穂 濤 編 集 委 員 会

ほ　　な　　み

For WASEDA University Old Boys & Girls



大円陣の校歌斉唱

浪曲師天中軒すみれ氏と曲師の沢村理緒氏

穂　濤

　

総
会
終
了
後
同
会
場
に
て
来

賓
16
名
を
含
む
99
名
の
参
加
に

よ
り
新
春
の
集
い
が
開
催
さ
れ

た
。
司
会
は
市
島
徹
、
三
ツ
村

由
紀
子
両
幹
事
が
務
め
た
。

　

冒
頭
笹
井
修
一
会
長
か
ら
は

「
今
年
よ
り
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い

総
会
を
目
指
し
、
内
容
や
進
め
方
に
つ

い
て
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
始
め
て
い

る
。
来
年
は
是
非
と
も
出
席
率
の
倍
増

を
図
り
た
い
。」
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
早
稲
田
大
学
三
浦
暁

総
務
部
長
よ
り
大
学
の
近
況
報
告
を
、

ま
た
東
島
正
樹
稲
門
会
県
支
部
長
よ
り

「
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
神

奈
川
県
内
14
の
地
域
稲
門
会
の
横
断
的

な
若
手
の
会
や
女
性
の
会
が
ス
タ
ー
ト

す
る
な
ど
相
互
交
流
が
非
常
に
活
発
に

な
っ
て
い
る
。」
と
の
お
話
を
い
た
だ

い
た
。

　

皆
川
龍
司
顧
問
に
よ
る
発
声
に
て
乾

杯
。
会
場
内
は
久
し
ぶ
り
の
親
交
に
会

話
が
弾
む
。
長
寿
表
彰（
昭
和
39
年
卒
）

は
16
名
、
出
席
者
に
よ
る
「
早
稲
田
の

栄
光
」
の
合
唱
の
中
８
名
が
登
壇
、
記

念
品
贈
呈
や
記
念
撮
影
の
後
、
代
表
し

て
渡
辺
明
氏
が
挨
拶
を
さ
れ
た
。
続
い

て
新
入
会
員
５
名
が
自
己
紹
介
を
行
う
。

　

そ
し
て
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

今
年
は
、
東
京
芸
大
卒
の
浪
曲
師
天
中

軒
す
み
れ
氏
に
よ
る
演
目
「
若
き
日
の

小
村
寿
太
郎
」
が
披
露
さ
れ
る
。
多
く

の
人
に
と
っ
て
浪
曲
は
初
め
て
の
体
験

で
、
聞
き
入
る
姿
は
皆
、
真
剣
そ
の
も

の
。
物
語
の
途
中
に
な
ぜ
か
大
隈
重
信

侯
が
登
場
。
曲
師
の
沢
村
理
緒
氏
が
三

味
線
で
「
紺
碧
の
空
」
を
奏
で
皆
が
歌

う
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
。

　

最
後
は
全
員
が
大
円
陣
と
な
り
、
中

央
に
立
つ
応
援
部
Ｏ
Ｂ
野
澤
大
地
氏
の

見
事
な
リ
ー
ド
に
よ
る
校
歌
の
斉
唱
。

力
の
こ
も
っ
た
歌
声
は
今
季
一
番
の
寒

さ
を
吹
き
飛
ば
し
た
。（

安
田
佳
裕　
記
）

＊
会　
　

長

笹
井
修
一

＊
副
会
長

田
中
雄
一
（
会
計
）

舛
岡　

健
（
広
報
）

山
下
扶
佐
子
（
女
性
委
員
会
）

＊
幹
事
長
・
事
務
局
長

神
藤
利
路

＊
幹　
　

事

２
０
２
５
年
度

役
員
・
幹
事
一
覧

小
川
道
雄

（
行
事
企
画
運
営
委
員
長
）

洞
江　

良

（
組
織
拡
大
活
性
化
委
員
長
）

松
本
佐
知
子
（
女
性
委
員
長
）

青
木　

康
（
広
報
委
員
長
）

井
上
俊
弘

（
昭
和
56
理
工
・
58
工
研
）

金
柿
　
秀
（
昭
和
56
商
学
）

德
永
竜
彦
（
昭
和
56
理
工
）

野
田
和
宏

（
平
成
１
理
工
・
３
工
研
）

百
瀬
　
浩

（
昭
和
57
理
工
・
59
工
研
）

石
川
一
平
／
市
島　

徹

小
泉
英
春
／
高
野
尚
志

瀧
澤
和
美
／
服
部
祐
司

三
ツ
村
由
紀
子
／
本
谷　

守

安
田
佳
裕
／
山
口
金
雄

＊
監　
　

事

渋
谷
道
夫
／
皆
川
龍
司

　

※
太
字
は
新
任

＊
退
任
幹
事　
　

ご
苦
労
様
で
し
た
。

大
庭
信
俊
／
佐
藤
順
子

猊
倉
康
博
／
杉
下
由
輝

田
中　

実
／
八
田
英
治

村
山
雅
夫
／

三
潴
信
道
（
監
事
）

寒
空
の
中
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
！

新春の集い

　2025．3．20	 （2）　

第33期（2024年度/令和6年度）収支報告書
（2024年1月1日～2024年12月31日）

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　目 金　　額 摘　　要 項　　目 金　　額 摘　　要

本 年 度 会 費 531,000 通 信 費 88,020 会員連絡等
過 年 度 会 費 52,000 事 務 費 85,391
次 年 度 会 費 15,000 会 議 費 42,280 幹事会部屋代
終身会費より振替 124,000 慶 弔 費 0
10年会費より振替 110,000 交 流 費 204,640
県 支 部 よ り 補 助 88,000 事 務 所 費 117,876 倉庫、ＯＣＮ管理
受 取 利 息 131 広 報 費 267,000 穂濤発行費等
雑 収 入 402 組 織 拡 大 費 75,196
グ ッ ズ 販 売 0 同 好 会 振 興 費 11,880

女 性 委 員 会 32,230
長 寿 表 彰 59,590
Ｈ Ｐ 管 理 費 121,500

小 　 計 920,533 小 計 1,105,603
総会/新春のつどい 732,000 総会/新春のつどい 806,228
地 引 網 326,000 地 引 網 327,880
忘 年 会 6,095 忘 年 会 0
箱 根 駅 伝 0 箱 根 駅 伝 47,200
文 化 行 事 費 0 文 化 行 事 費 13,560
新 規 行 事 243,000 新 規 行 事 213,126
作 品 展 142,000 作 品 展 128,422
小 計 1,449,095 小 計 1,536,416
合 計 2,369,628 合 計 2,642,019
前 年 度 繰 越 金 2,610,144 次 年 度 繰 越 金 2,337,753
総 計 4,979,772 総 計 4,979,772

第34期（2025年度/令和7年度）収支予算書
（2025年1月1日～2025年12月31日）

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　目 金　　額 摘　　要 項　　目 金　　額 摘　　要

本 年 度 会 費 560,000  通 信 費 90,000 会員連絡等
過 年 度 会 費 60,000 事 務 費 85,000 封筒代他
次 年 度 会 費 0 会 議 費 43,000 幹事会部屋代
終身会費より振替 119,000 交 流 費 100,000 支部大会等
10年会費より振替 110,000  事 務 所 費 120,000 月700円の値上げ
県 支 部 よ り 補 助 70,000 広 報 費 250,000 穂濤発行費等
受 取 利 息 100 組 織 拡 大 費 80,000 会員増強等
グ ッ ズ 販 売 120,000 同 好 会 振 興 費 12,000
交 流 費 52,000 女 性 委 員 会 30,000 女性会員活性化
雑 収 入 0 長 寿 表 彰 96,000

Ｈ Ｐ 管 理 費 116,000
グ ッ ズ 販 売 120,000

小 計 1,091,100 小 計 1,142,000
総会/新春のつどい 900,000 総会/新春のつどい 900,000
地 引 網 400,000 地 引 網 390,000
箱 根 駅 伝 0 箱 根 駅 伝 25,000
文 化 行 事 費 0 文 化 行 事 費 15,000
新 規 行 事 120,000 新 規 行 事 100,000
作 品 展 150,000 作 品 展 130,000
小 計 1,570,000 小 計 1,560,000
合 計 2,661,100 合 計 2,702,000
前 年 度 繰 越 金 2,337,753 次 年 度 繰 越 金 2,296,853
総 計 4,998,853 総 計 4,998,853

kmasu
四角形



金持亜美さんと徳備佑子さん

3区/山口竣平選手

８区/伊福陽太佑選手

来藤した秋田稲門会のメンバーと共に

作品展出品者の皆様

穂　濤

　

今
年
の
箱
根
駅
伝
は
藤
沢
稲

門
会
で
は
昨
年
と
同
様
に
、
東

地
区
は
社
会
福
祉
法
人
「
創
」

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
駐

車
場
、
西
地
区
は
湘
栄
建
設
辻

堂
支
店
駐
車
場
を
確
保
し
て
、

会
員
・
校
友
に
多
く
結
集
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

往
路
２
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
気
温

は
低
い
が
快
晴
の
中
ス
タ
ー
ト
。
１
区

の
間
瀬
田
純
平
は
区
間
４
位
と
ま
ず
ま

ず
。
２
区
・
山
口
智
規
は
な
か
な
か
調

子
が
出
な
い
。
し
か
し
、
藤
沢
を
走
る

３
区
・
山
口
竣
平
が
区
間
３
位
の
力
走

で
５
位
に
浮
上
。
４
区
・
長
屋
匡
起
が

６
位
に
順
位
を
下
げ
た
が
、
５
区
・
工

藤
慎
作
が
区
間
２
位
「
山
の
名
探
偵
」

と
称
さ
れ
た
激
走
で
３
位
で
往
路
を
終

わ
っ
た
。

　

復
路
３
日
も
快
晴
だ
が
気
温
は
低
い
、

６
区
・
山
崎
一
吹
が
４
位
と
順
位
を
下

げ
て
、
７
区
・
伊
藤
大
志
も
４
位
、
８

区
・
伊
福
陽
太
が
再
び
３
位
に
上
げ
、

９
区
・
石
塚
陽
士
は
何
と
か
３
位
を
守

っ
た
が
、
10
区
・
菅
野
雄
太
が
国
学
院

に
10
秒
遅
れ
、
総
合
４
位
で
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
し
た
。

　

来
年
の
箱
根
駅
伝
は
有
望
な
選
手
の

加
入
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
希
望
を
抱
か

せ
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
来
年
も
応
援

会
場
で
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

（
山
口
金
雄　
記
）

【
参
加
者
】（
敬
称
略
）

鎌
倉
稲
門
会
／
川
崎
稲
門
会

相
模
原
稲
門
会
／
逗
葉
稲
門
会

横
須
賀
三
浦
稲
門
会
／
秋
田
稲
門
会

85
年
次
稲
門
会
／
藤
沢
三
田
会　
他

【
ご
寄
付
】（
敬
称
略
）

鎌
倉
稲
門
会
／
相
模
原
稲
門
会

逗
葉
稲
門
会
／
横
須
賀
三
浦
稲
門
会

藤
沢
三
田
会

大
倉
隆
郎
／
片
山
徹　
他

　

ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー

ト
が
11
月
17
日
（
土
）
新
堀
ラ

イ
ブ
館
で
13
時
か
ら
３
時
間
開

か
れ
ま
し
た
。
女
性
委
員
会
と

行
事
委
員
会
の
共
同
企
画
で
、

80
名
が
集
ま
り
満
員
御
礼
で
す
。

　

第
１
部
は
金
持
亜
美
（
か
な

じ
あ
み
）
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
に

よ
る
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
独
唱
で

す
。「
歌
に
生
き
恋
に
生
き
」
等
有
名

ど
こ
ろ
を
３
曲
、
最
後
に
プ
ッ
チ
ー
ニ

の
「
蝶
々
夫
人
」
の
「
あ
る
晴
れ
た
日
」

を
歌
わ
れ
た
時
に
は
感
動
の
嵐
で
し
た
。

涙
ぐ
む
方
も
ち
ら
ほ
ら
。
の
び
や
か
な

素
晴
ら
し
い
声
量
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
徳
備
佑
子

（
と
く
び
ゆ
う
こ
）
さ
ん
に
よ
る
ポ
ッ

プ
な
楽
し
い
曲
、
さ
わ
や
か
な
曲
の
ア

ラ
カ
ル
ト
で
す
っ
か
り
気
分
が
開
放
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
再
び
金
持
さ
ん
登

場
。
映
画
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
音
楽
を
数

曲
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
ア
リ
ア
を
１
曲
。

　

お
二
人
は
芸
大
時
代
か
ら
の
名
コ
ン

ビ
、
気
鋭
の
お
二
人
で
す
。
お
名
前
も

金
持
、
徳
備
と
成
功
が
お
約
束
さ
れ
た

よ
う
な
…
…
。
コ
ロ
ナ
前
か
ら
の
ラ
ブ

コ
ー
ル
が
４
年
越
し
に
実
っ
た
１
日
で

し
た
。

　

第
３
部
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
ワ
イ
ン

で
の
懇
親
会
。
感
動
し
た
時
に
は
誰
か

と
分
か
ち
合
い
た
い
も
の
で
す
。
会
場

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
輪
が
出
来
て
会
話

が
弾
み
ま
す
。
50
分
程
で
終
わ
り
の
時

間
を
迎
え
、
皆
さ
ん
満
足
し
た
お
顔
で

帰
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
至
福
の

時
間
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
二
人
に

本
当
に
感
謝
で
す
。（

山
下
扶
佐
子　
記
）

　

藤
沢
稲
門
会
作
品
展
が
10
月

８
日
～
13
日
、
藤
沢
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
出
品
者
45
名
、
２

サ
ー
ク
ル
の
参
加
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
及
び
其
の
家
族
友
人
に

限
ら
ず
数
多
く
の
一
般
の
方
々

も
ご
来
場
な
さ
れ
る
活
気
あ
る

会
場
に
は
、
藤
沢
三
田
会
、
明
治
大
学

校
友
会
藤
沢
地
域
支
部
、
横
浜
・
茅
ヶ

崎
・
鎌
倉
各
稲
門
会
の
方
々
も
お
見
え

に
な
り
ま
し
た
。

　

作
品
展
の
柱
と
な
る
写
真
・
陶
芸
・

絵
画
で
は
「
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
」「
陶
芸

ク
ラ
ブ
」
な
ど
同
好
会
を
中
心
に
多
く

の
意
欲
的
な
作
品
が
出
展
さ
れ
、
写
真

で
は
二
科
展
入
選
の
会
員
の
作
品
も
展

示
さ
れ
、
陶
芸
で
は
火
炎
土
器
や
金
継

ぎ
が
初
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
画
で
は
油
彩
・
水
彩
・
銅
版
画
・

イ
ラ
ス
ト
な
ど
多
彩
な
個
性
が
肩
を
並

べ
ま
し
た
。

　

工
芸
で
は
編
み
物
・
刺
繍
・
革
細
工
・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
多
様
な
作
品
の

中
、
Ｎ
ゲ
ー
ジ
・
ジ
オ
ラ
マ
が
出
展
さ

れ
鉄
道
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方

の
注
目
を
集
め
、
和
装
生
地
を
巧
み
に

生
か
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
工
芸
で
は
大
河

ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
を
彷
彿
と
さ
せ

る
華
や
か
な
世
界
が
再
現
さ
れ
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
「
か
る
た
藤
沢
百
選
」
が
藤
沢
市
教

育
研
修
材
料
に
採
用
さ
れ
た
「
藤
沢
言

葉
遊
び
の
会
」
や
、
参
加
２
年
目
の
書

新
堀
ラ
イ
ブ
館
を
満
員
に
し
て
！

第101回箱根駅伝 総
合
４
位
、来
年
は
さ
ら
な
る
飛
躍
を
！

アフターヌーンコンサート

錦

秋

賑

や

か

に

開

催

第22回作品展
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健康的で楽しい１日となった大会 来場者の交流の場となった会場

三溪私邸私庭のある内苑にて国立競技場のスタンドで

穂　濤

　

藤
稲
テ
ニ
ス
同
好
会
で
は
、

10
月
13
日
（
日
）
に
恒
例
の
秋

の
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

長
瀬
輝
行
（
昭
和
36
・
法
学
）

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
12

時
よ
り
辻
堂
ア
ッ
プ
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
の
２
コ
ー
ト
を
を
お
借
り

し
て
大
会
が
開
始
し
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
和
気
藹
々
と
テ
ニ
ス
を
楽

し
ん
で
い
る
仲
間
た
ち
で
す
が
、
い
ざ

試
合
と
な
る
と
時
に
厳
し
い
シ
ー
ン
も

あ
り
、
明
る
く
、
た
ま
～
に
厳
し
く
、

和
や
か
に
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
稲
門
会
作
品
展
の
最
終
日

と
日
程
が
重
な
っ
て
お
り
、
掛
け
持
ち

の
メ
ン
バ
ー
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
幹

事
の
須
田
さ
ん
（
平
成
元
・
商
学
）
に

苦
慮
し
て
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
対
戦

組
み
合
わ
せ
表
と
臨
機
応
変
な
タ
イ
ム

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
お
か
げ
で
、
14
名

全
員
が
ダ
ブ
ル
ス
５
試
合
を
し
っ
か
り

安
全
に
こ
な
し
、
時
間
通
り
に
大
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
優
勝
が
李
家
さ
ん

（
昭
和
50
・
商
学
）、
準
優
勝
が
徳
永
さ

ん
（
昭
和
56
・
機
械
）、 
３
位
は
青
木

さ
ん
（
昭
和
53
・
商
学
）
で
し
た
。
李

家
さ
ん
と
徳
永
さ
ん
は
見
事
全
勝
で
し

た
。

道
サ
ー
ク
ル
「
遊
書
会
」
も
工
夫
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
展
の
会
場
の
楽
し
げ
な
雰
囲
気

と
華
や
い
だ
ご
来
場
の
方
々
の
表
情
に
、

次
回
作
品
展
も
さ
ら
に
豊
か
に
活
性
化

し
た
発
表
の
場
に
し
、
会
員
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
の
芸
術
を
介
し
た
交
流
の

場
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
　
　
　

松
本
佐
知
子

（
昭
和
52
教
育
・
54
専
攻
）

　

12
月
１
日
（
日
）、
遊
歩
会
は
、

神
奈
川
県
民
な
ら
知
ら
な
い
者

は
な
い
で
あ
ろ
う
横
浜
市
本
牧

の
三
溪
園
を
訪
ね
た
。開
園
者
・

原
三
溪
は
東
京
専
門
学
校
出
身

の
実
業
家
、
わ
れ
わ
れ
の
大
先

輩
で
あ
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
決
勝
戦
の

こ
の
日
、
34
名
の
参
加
者
は
10
時
半
、

貸
し
切
り
バ
ス
で
藤
沢
を
出
発
、
11
時

半
に
三
溪
園
に
到
着
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、

赤
や
黄
に
も
み
じ
し
た
外
苑
を
各
自
自

由
に
散
策
し
た
。
全
国
か
ら
移
築
、
大

切
に
保
存
さ
れ
た
古
民
家
に
は
本
物
の

干
し
柿
が
つ
る
さ
れ
て
お
り
、
遊
歩
道

を
上
り
三
重
塔
を
経
て
松
風
閣
展
望
台

に
出
る
と
、
昔
は
近
隣
の
人
が
水
着
で

庭
園
を
通
っ
て
は
泳
ぎ
に
行
っ
て
い
た

と
い
う
海
や
、
海
添
い
の
工
業
地
帯
が

見
渡
せ
た
。

　

昼
食
後
、
園
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内

さ
れ
、
三
溪
私
邸
私
庭
の
あ
る
内
苑
を

見
学
し
た
。
皆
さ
ん
ゆ
っ
く
り
お
喋
り

し
な
が
ら
、
紅
葉
を
眺
め
、
散
歩
を
楽

し
ん
だ
。

　

遊
歩
の
１
日
を
更
に
晴
れ
や
か
に
さ

せ
て
く
れ
た
の
は
、
藤
沢
帰
着
と
ほ
ぼ

同
時
に
も
た
ら
さ
れ
た
、
早
稲
田
ラ
グ

ビ
ー
全
勝
優
勝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

松
本
佐
知
子

（
昭
和
52
教
育
・
54
専
攻
）

　

最
後
に
、
長
瀬
会
長
よ
り
表
彰
式
と

閉
会
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
大
会
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
有
志
で

祝
勝
会
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
強
い
紫
外
線
を
浴
び
な
が
ら
、
よ

く
打
ち
、
よ
く
走
り
、
よ
く
笑
い
、
よ

く
飲
ん
だ
一
日
で
し
た
。
ま
た
来
年
の

大
会
に
も
、
今
年
よ
り
も
上
達
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
仲
間
達
と
、
健
や
か
に
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

野
田
和
宏
（
平
成
元
・
応
化
）

　

２
０
２
４
年
12
月
１
日（
日
）

神
奈
川
平
成
卒
の
会
メ
ン
バ
ー

で
、
第
１
０
０
回
早
明
戦
ラ
グ

ビ
ー
を
観
戦
し
て
き
ま
し
た
。

　

試
合
前
か
ら
国
立
競
技
場
内

で
、
応
援
の
気
合
を
入
れ
る
た

め
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
盛
り

上
が
り
、
試
合
は
「
縦
の
明
治
、
横
の

早
稲
田
」
を
彷
彿
さ
せ
る
白
熱
し
た
伝

統
の
一
戦
を
見
事
勝
利
し
、
17
年
ぶ
り

関
東
大
学
対
抗
戦
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
勝
優

勝
を
決
め
ま
し
た
!!

　

試
合
後
は
、
恒
例
の
〝
徒
歩
〟
で
新

宿
に
移
動
し
て
か
ら
忘
年
会
。
わ
ざ
わ

ざ
新
宿
ま
で
忘
年
会
だ
け
に
参
加
の
メ

ン
バ
ー
も
合
流
し
て
、
試
合
の
振
り
返

り
だ
け
で
な
く
、
神
奈
川
平
成
卒
の
会

の
今
後
の
方
針
な
ど
も
意
見
交
換
。

　

立
ち
上
げ
か
ら
会
長
を
務
め
た
杉
下

由
輝
（
藤
沢
稲
門
会
・
平
成
９
・
教
育
）

が
退
任
し
、
２
０
２
５
年
１
月
よ
り
志

村
健
二
（
茅
ヶ
崎
稲
門
会
・
平
成
６
・
教

育
）
が
新
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
も
決

ま
り
、
今
後
も
稲
門
会
の
枠
を
超
え
て
、

平
成
卒
の
会
の
盛
り
上
げ
を
確
認
し
て
、

楽
し
い
宴
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

杉
下
由
輝
（
平
成
９
・
教
育
）

恒
例
の
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催

藤稲テニス同好会

紅
葉
の
三
溪
園
を
遊
歩

第7回藤稲遊歩会

ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
を
応
援
！

平成卒の会
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羽根澤屋資料館前にて最後の１枚は誰の手に！

長寿表彰の皆様

穂　濤

　

当
会
で
は
藤
沢
各
地
区
の
史

跡
を
何
回
に
も
分
け
て
訪
ね
て

き
た
が
、
今
回
は
「
長
後
東
部
」。

い
よ
い
よ
全
地
区
ク
リ
ア
が
近

い
。
吉
澤
忠
雄
講
師
の
名
解
説

と
共
に
踏
破
し
た
距
離
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
冬
晴
れ
の
12

月
９
日
、
長
後
駅
に
集
合
し
た
。

　

先
ず
見
学
し
た
明
治
天
皇
駐ひ

つ蹕
之
碑

は
一
般
住
宅
の
庭
に
建
っ
て
い
て
驚
く
。

天
皇
が
休
憩
さ
れ
た
記
念
の
立
派
な
石

碑
。
現
当
主
が
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
り
、

貴
重
な
写
真
も
見
る
事
が
出
来
た
。

　

長
後
初
の
旅
籠
で
後
に
呉
服
店
と
な

っ
た
羽
根
澤
屋
が
、
平
成
６
年
に
開
館

し
た
羽
根
澤
屋
資
料
館
に
は
、
全
国
か

ら
蒐
集
し
た
古
民
具
・
歴
史
資
料
が
所

狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は

「
長
後
歴
史
散
策
の
会
」
が
維
持
管
理

し
、
月
に
一
度
だ
け
一
般
公
開
し
て
い

る
。
同
会
メ
ン
バ
ー
に
歓
迎
さ
れ
、
詳

し
い
解
説
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

　

関
水
家
筆
子
塚
は
果
樹
園
の
中
に
あ

っ
た
。
筆
子
塚
と
は
、
師
の
遺
徳
を
偲

ん
で
教
え
子
が
建
て
た
供
養
塔
の
事
。

こ
こ
で
も
農
園
主
が
立
ち
合
わ
れ
、
こ

れ
か
ら
も
長
後
の
地
で
果
樹
・
野
菜
を

作
り
続
け
る
と
力
強
く
語
ら
れ
た
。

　

泉
竜
寺
・
諏
訪
神
社
・
七
ツ
木
神
社
・

東
勝
禅
寺
の
各
寺
社
で
は
、
銀
杏
が
見

事
に
黄
葉
し
山
茶
花
が
咲
き
誇
り
美
し

か
っ
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
て
日
本
の
原
風
景
の

よ
う
な
景
色
の
中
を
歩
き
、
地
元
の
方

々
の
郷
土
愛
と
誇
り
に
感
銘
し
、
心
洗

わ
れ
る
一
日
だ
っ
た
。
湘
南
台
駅
で
解

散
と
な
り
清
々
し
い
気
持
ち
で
帰
路
に

就
い
た
。

影
浦
陽
子
（
昭
和
48
教
育
・
国
語
）

　

１
月
18
日
新
春
を
寿
ぎ
、
恒

例
の
カ
ル
タ
会
と
新
年
昼
食
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
か
る
た
藤
沢
百
趣
」
は
完

成
か
ら
数
年
経
過
し
、
広
く
皆

様
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
市

役
所
会
議
室
で
の
２
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
の
カ
ル
タ
競
技
は
新

人
の
参
加
も
あ
り
、
最
後
の
１
枚
の
攻

防
を
め
ぐ
っ
て
、
今
年
も
大
い
に
盛
り

上
が
る
。
さ
ら
に
、
余
興
と
し
て
百
人

一
首
の
和
歌
の
替
え
歌
を
各
人
披
露
し

あ
う
な
ど
、
優
雅
な
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
ミ
ナ
パ
ー
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
移
動
。
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
に
ぎ

や
か
に
懇
談
。
仲
間
を
増
や
し
、
ど
う

こ
の
会
を
盛
り
上
げ
る
か
も
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
Ｉ
Ｔ
等
に
よ
り
益

々
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
何
か
を
求
め
て
い
ま

す
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
古

典
文
芸
へ
の
関
心
も
そ
の
一
つ
で
し
ょ

う
。

　

お
堅
い
俳
句
短
歌
に
拘
わ
ら
ず
歌
や

な
ぞ
か
け
な
ど
、
言
葉
遊
び
に
興
じ
、

心
の
豊
か
さ
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
、
言

葉
遊
び
の
会
で
は
同
好
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
中
野
正
一　
記
／
高
野
尚
志　
写
真
）

●
土
屋
圭
吾

　

こ
の
度
、
藤
沢
稲
門
会
に
入
会
し
ま

し
た
昭
和
56
年
卒
土
屋
圭
吾
で
す
。

　

鵠
洋
小
、
鵠
沼
中
、
茅
ヶ
崎
北
陵
高

初
冬
の
長
後
・
高
倉
地
区
を
訪
ね
て

第32回藤稲史跡巡りの会「
新
春
カ
ル
タ
会
」
開
催

藤稲言葉遊びの会

　
「
昭
和
39
年
卒
後
60
年
の
表
彰
」
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

安
保
闘
争
に
あ
け
く
れ
た
学
生
生
活

と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
？　

さ
す
が

に
４
年
生
に
な
る
と
卒
論
、
就
職
。
安

保
は
脇
に
お
き
ま
し
た
が
、
大
学
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
旗
が
た
な
び
い
て
い
ま

し
た
。
文
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
吉
永

小
百
合
さ
ん
を
の
ぞ
き
見
に
行
っ
た
り
。

　

ま
た
建
築
科
の
授
業
で
は
吉
阪
隆
正

先
生
に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

生
は
当
時
、
ヴ
ェ
ニ
ス
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

展
の
日
本
館
の
設
計
で
お
忙
し
く
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
井
兼
次
先
生
か
ら
は
ス
ペ
イ

ン
の
建
築
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
サ
ク

ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
等
々
。ア
ン
ト
ニ
オ
・

ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
に
つ
い
て
熱
烈
に
語

る
姿
は
感
動
的
で
し
た
。

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
３
度
程
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
の
ガ
ウ
デ
ィ
体
験
が
、
そ

の
後
の
私
の
設
計
活
動
、
生
活
の
す
べ

て
に
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
、
年
男
で
も
あ
り
ま
す
。

脱
皮
し
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

長
寿
表
彰
を
受
け
て

渡
辺
　

明

（
昭
和
39
年
理
工
・
建
築
）

　

長
寿
表
彰
は
学
部
卒
年
換
算
で
卒
後

60
年
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

★
昭
和
39
年
卒
業　
　
　
　
（
敬
称
略
）

植
竹　

清　
／　
上
岡　

亨

神
谷
義
明　
／　
近
藤
男
児

杉
浦　

廣　
／　
須
藤
容
一

多
田
ま
す
み　
／　
隈
野
克
子

畠
山
正
樹　
／　
林　

秀
昭

平
野
満
智　
／　
福
田
光
徳

藤
田
文
康　
／　
矢
幡
明
樹

和
田
恵
子　
／　
渡
辺　

明

２
０
２
５
年
度

長
寿
表
彰
者
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穂　濤

　

２
０
２
５
年
も
３
月
。
何
気
な
く
過

ご
し
て
い
る
が
21
世
紀
の
第
２
四
半
期

が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
最
初
の
四

半
世
紀
、
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た
が

人
工
知
能
Ａ
Ｉ
の
出
現
と
急
速
な
進
展

に
は
恐
れ
入
る
。

　

言
葉
で
や
り
と
り
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
か

ら
、
す
で
に
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
つ

ま
り
人
の
代
理
と
し
て
考
え
行
動
す
る

段
階
に
来
た
ら
し
い
。

　

門
外
漢
だ
が
次
の
四
半
世
紀
に
Ａ
Ｉ

が
人
間
の
能
力
を
超
え
る
の
は
確
実
と

見
た
。
脅
威
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
望
み
た

い
。 

（
安
田
佳
裕　
記
）

編
集
委
員
長
　
青
木
　
康

編
集
委
員
　
高
野
尚
志
・
中
野
正
一

　
　
　
　
　
　
安
田
佳
裕
・
山
口
金
雄

　
　
　
　
　
　
山
下
扶
佐
子

　
堀
内
　
洋（

平
13
理
工
／
辻
堂
元
町
）

　

土
屋
圭
吾

　
　
　
（
昭
56
教
育
／
鵠
沼
藤
が
谷
）

　

新
井
敦
子（

昭
59
教
育
／
鵠
沼
神
明
）

　

笹
内
律
恒　
（
昭
56
商
学
／
羽
鳥
）

　

加
部
佳
治

（
昭
61
理
工
研
／
鵠
沼
松
が
岡
）

　

坂
本
　
誠

（
昭
55
社
学
／
辻
堂
西
海
岸
）

　

小
幡
利
也　
（
昭
57
商
学
／
羽
鳥
）

　

赤
星
和
恵（
昭
61
政
経
／
朝
日
町
）

　

齋
藤
昭
弘
　
　
　
　（
平
１
商
学
）

　
政
所
麻
由
子（
平
16
文
学
／
湘
南
台
）

　
戸
塚
恵
理
子（

昭
61
社
学
／
辻
堂
新
町
）

　
曾
我
佐
紀
子

（
昭
60
文
学
／
鵠
沼
松
が
岡
）

　
丸
山
幸
夫
　（
昭
59
社
学
／
片
瀬
）

を
経
て
教
育
学
部
に
入
学
。
卒
業
後
は

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
入
社
、
ゴ
ル
フ
事
業

主
体
に
40
数
年
勤
務
、
本
年
嘱
託
契
約

終
了
し
卒
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
監
督
経

験
か
ら
早
稲
田
非
常
勤
講
師
、
稲
門
体

育
会
常
任
委
員
、
稲
門
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

会
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
本
年
ゴ
ル
フ
部
は
創
部
初

の
全
国
大
学
対
抗
戦
優
勝
、
個
人
で
は

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
優
勝
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
熱
い

ご
支
援
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

藤
沢
稲
門
会
は
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を

通
じ
活
発
な
活
動
交
流
を
さ
れ
て
い
る

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く
参

加
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
昭
56
年
教
育
／
鵠
沼
藤
が
谷
）

●
百
瀬
　
浩

　

昭
和
57
年
に
理
工
学
部
化
学
科
、
59

年
に
修
士
課
程
を
修
了
し
た
百
瀬
浩
で

す
。

　

化
粧
品
会
社
の
研
究
・
量
産
部
門
に

60
歳
ま
で
、
そ
の
後
、
関
係
会
社
に
勤

め
て
、
こ
の
２
月
よ
り
年
金
生
活
に
入

り
ま
し
た
。
出
身
は
藤
沢
市
な
の
で
す

が
、
海
外
を
含
め
た
地
方
勤
務
、
単
身

赴
任
が
長
く
、
地
元
で
あ
る
藤
沢
で
の

趣
味
活
動
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、

藤
沢
稲
門
会
で
活
動
さ
せ
て
頂
き
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

趣
味
と
し
て
は
、
プ
ロ
野
球
（
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
）
観
戦
・
大
学
野
球
（
も
ち

ろ
ん
早
稲
田
）
観
戦
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦

■
女
性
委
員
会
主
催

　
み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
教
室

　

日
時
・
５
月
25
日
㊐

　

会
場
・
鵠
沼
公
民
館　
創
作
実
習
室

　
講
師
・
舛
岡
幸
子
さ
ん

　

参
加
費
・
２
５
０
０
円

　

申
込
み
・
Ｈ
Ｐ
よ
り

　
　
　
　
　
　
（
先
着
男
女
25
名
）

■
地
引
網

　

日
時
・
６
月
15
日
㊐

　

会
場
・
鵠
沼
海
岸
／
堀
川
網

（
早
稲
田
と
コ
ベ
ル
コ
）
で
す
。
身
体

を
動
か
す
趣
味
は
ゴ
ル
フ
（
年
に
１
～

２
回
を
約
30
年
）
と
テ
ニ
ス
（
50
歳
く

ら
い
ま
で
ス
ク
ー
ル
通
い
）
で
す
。

　

ボ
ケ
な
い
よ
う
に
活
動
し
た
く
思
い

ま
す
。　

（
昭
57
理
工
化
学
・
昭
59
修
士
）

●
末
定
英
紀

　

初
め
ま
し
て
、
末
定
英
紀
と
申
し
ま

す
。

　

学
生
時
代
は
４
年
間
、
野
球
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。
和
田
さ
ん
、
鳥
谷

さ
ん
、
青
木
さ
ん
な
ど
、
後
に
日
本
の

野
球
界
を
牽
引
す
る
選
手
と
共
に
学
生

時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
東
京
ガ
ス
に
入
社
し
、

社
会
人
野
球
を
７
年
間
経
験
し
ま
し
た
。

内
海
さ
ん
や
片
岡
さ
ん
と
と
も
に
都
市

対
抗
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

引
退
後
は
社
業
に
専
念
し
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
２
４
年
４
月
に
藤
沢
の
神

奈
川
西
支
店
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

故
郷
は
広
島
港
の
近
く
で
、
路
面
電

車
と
海
が
あ
り
、
日
々
の
勤
務
に
懐
か

し
い
気
持
ち
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

異
動
を
機
に
、
藤
沢
稲
門
会
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
稲
田
を
愛
す
る

仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
14
人
間
科
学
）

●
土
居
葉
月

　

８
月
に
大
学
時
代
の
サ
ー
ク
ル
の
友

人
に
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。
平
成

３
年
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
で
、

バ
ブ
ル
時
代
の
金
融
が
花
形
だ
っ
た
頃

の
卒
業
生
で
す
が
、
も
の
づ
く
り
に
興

味
を
持
ち
、
素
材
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、

２
回
の
社
内
転
職
を
経
た
も
の
の
、
現

在
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
旅
行
で
、
以
前
は
海
外
旅
行

が
中
心
で
し
た
が
、
最
近
は
国
内
旅
行

に
切
り
替
え
、
温
泉
や
名
物
料
理
を
楽

し
ん
で
お
り
、
沖
縄
以
外
の
全
都
道
府

県
は
訪
れ
ま
し
た
。

　

日
常
で
は
４
匹
の
元
保
護
猫
と
暮
ら

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
１
匹
は
20
歳
で

す
。
猫
た
ち
の
長
寿
を
願
い
な
が
ら
、

猫
フ
ァ
ー
ス
ト
の
生
活
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。
入
会
後
、
経
験
豊
富
な
先
輩
方

に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（

平
３
年
政
経
／
鎌
倉
市
玉
縄
）

行
事
予
定

新

入

会

員

　
（
令
和
７
年
２
月
28
日
迄
）

● ● ● ● ● ● ● ● ●　お知らせ　● ● ● ● ● ● ● ● ●

●2025年４月１日以降投稿分より早稲田学報への投稿ルールが
変更になりました。
●１稲門会につき、学報への掲載は年３回まで。それ以上は校
友会のウェブサイトへ掲載します。投稿文の文字数は400字
厳守（それ以上は編集室で文字数に収まるように手を入れま
す。参加者のお名前は記載しません。（ただし、本文中に登
場する会長や幹事長、文責者などは除きます）
●穂濤編集委員では藤沢稲門会主催行事の投稿を優先致しま
す。宜しくお願い申し上げます。

訃

報

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇
桝
谷　

健　
氏　
　

（
昭
和
31
法
学
）

　
　
　

令
和
５
年
８
月　

ご
逝
去

◇
中
山　

啓　
氏（

昭
和
27
政
経
・
経
済
）

　
　
　

令
和
６
年
８
月　

ご
逝
去

◇
山
脇　

孝　
氏　

　

（
昭
和
36
政
経
・
経
済
）

　
　
　

令
和
６
年
９
月　

ご
逝
去

◇
近
藤
男
児　
氏　
　

（
昭
和
39
政
経
）

　
　
　

令
和
７
年
２
月
25
日　

ご
逝
去

編
集
後
記
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